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 本研究では、デジタル技術を活用し、自ら判断し、責任ある行動がとれるた

めのデジタル・シティズンシップの観点を踏まえた授業構想を行った。その際、

特別活動と各教科等とを結び付け、教科横断的に実践できるようにした。また、

よりよい発言や行動を促すため、「立ち止まる」「考える」「相談する」の合言葉

を設定し、授業実践を行った。さらに、啓発文書等により、学校の学びを保護

者に伝え、家庭教育との連携を図った。これらの取組によってデジタル・シテ

ィズンシップの観点と日常生活とが結び付く学びとなり、デジタル社会の善き

担い手の育成へのきっかけとなった。 
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学校教育において、メディアリテラシーを育むなかで論理や
事実を吟味しながら理解し、子供たちの「デジタル・シティズ
ンシップ」を育成することは喫緊の課題

情報モラル教育の充実を目指し、「デジタル・シティズンシッ
プ」の観点を踏まえた情報活用能力の育成を図る

「Society5.0時代の実現に向けた教育・人材育
成に関する政策パッケージ」(令和４年６月)

「滋賀県学校教育情報化推進計画」(令和５年３月)

デジタル社会の善き担い手

(件数)

「パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる」

保護者向け啓発文書

学校と家庭が一体となった見守り

授業構想

小学校における取組のあり方

「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生
徒指導上の諸課題に関する調査等の結果」
(令和４年10月)
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する機会が増えてきます。インターネットのや

りとりや投稿は、楽しく便利なものですが、責

任も伴います。そのため、子どもたちは安全で

責任をもった使い方ができるデジタル市民にな

るための方法を学んでいます。

ご家庭でも次のことを話題に、お子さんと学
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情報教育に関する研究 

 

デジタル社会の善き担い手の育成を目指す小学校における取組のあり方 
－デジタル・シティズンシップの観点を踏まえた授業構想を通して－ 

Ⅰ 主 題 設 定 の 理 由 

「OECD生徒の学習到達度調査(PISA)2018」によると、日本の子どものICT活用状況は、学校の授業で

の利用時間が短く、学校外では多様な用途で利用しているものの、チャット、ゲームの利用に偏る傾向

があることが報告された。また、「Society5.0時代の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケー

ジ」(内閣府 令和４年６月)(以下、政策パッケージという。)において、児童生徒のスマートフォン保

有率は、2020年度現在、高校生は99.1％、中学生は84.3％、小学生は41.0％と高く「フィルターバブル

現象」i）の中で日常的に情報に触れていることに気付かない状況や、大人が想像する以上に子どもにか

かる「同調圧力」の影響は非常に大きいことが指摘されている。そして、学校教育において、メディア

リテラシーを育む中で論理や事実を吟味しながら理解し、子どもたちの「デジタル・シティズンシップ」

を育成することは喫緊の課題であると示されている。 

ICT機器が身近になったことによる本県の課題は、「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指

導上の諸課題に関する調査等の結果」(滋賀県教育委員会 令和４年10月)からその一端が読み取れる。

この調査結果において、いじめの態様の中の「パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをさ

れる」項目の認知件数が、小学校177件(前年比+27件)、中学校298件(前年比+50件)に上ることが報告さ

れ、増加傾向にあることが分かるii）。 

児童生徒を取り巻くICT環境の変化を踏まえ、本県は次代の社会を担う児童生徒の生きる力を育む学

びの実現を目的とし、「滋賀県学校教育情報化推進計画」(滋賀県教育委員会 令和５年３月) (以下、

推進計画という。)を策定した。計画的に講ずべき施策の中で、ICTを活用した児童生徒の資質・能力の

育成について、「学習の効果を高めるため、ICTを授業における多様な場面に取り入れ、『個別最適な学

び』と『協働的な学び』の一体的な充実など、目的に応じて適切に活用し、よりわかりやすく理解が深

まる授業づくりを推進」することや「各教科等のねらいに応じて、学習活動の中にICTを効果的に活用す

る場面を取り入れ、授業改善を進めながら子どもたちの情報活用能力の育成」１）を図ることが明記され

た。さらに、「デジタル社会の構成員の一人として、自ら判断し、責任ある行動ができる力、さらには、

自らの意思で積極的にデジタル社会と関わっていく能力とスキルを身に付けることができるよう『デジ

タル・シティズンシップ』の観点を踏まえた情報活用能力の育成」１）を図ることも示された。 

デジタル・シティズンシップとは「デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する

能力のこと」２）である。これは、幼少期より身の周りにスマートフォンやタブレット等のICT機器が存

在したデジタル・ネイティブの児童にとって、生きる力の基盤といえる。これまでに、デジタル・シテ

ィズンシップ教育は、米国で提唱されたものを中心に扱われており、国内において開発されている教材

は少ない。また、指導を行う教科等は特別活動や総合的な学習の時間に限られており、教科学習の中で

取り入れた実践は多くない。 

そこで、本研究では、デジタル社会の善き担い手を育成するために、デジタル・シティズンシップの

観点を踏まえた授業構想を通して、取組のあり方を示す必要があると考え、本主題を設定した。 

                             
i） 

自分の考えや多様性を欠いた自分の好む情報「だけ」に囲まれ、その他の情報から隔離されやすくなる状況のこと。 
ii） 

令和４年度の同調査においては、小学校183件(前年比+６件)、中学校329件(前年比+11件)であった(令和５年10月)。 
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Ⅱ 研 究 の 目 標 

デジタル・シティズンシップの観点を踏まえた特別活動と各教科等との結び付きを図る授業構想を行

い、小学校における教科等を横断する取組のあり方を示すことで、デジタル社会の善き担い手の育成を

目指す。 

Ⅲ 研 究 の 仮 説 

デジタル・シティズンシップの観点を踏まえた教科横断的な授業構想を行い、児童がデジタル技術を

活用し、自ら判断し、責任ある行動をとれるための授業を実践する。そうすることで児童はデジタル・

シティズンシップを意識することができ、デジタル社会の善き担い手となるであろう。 

Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

１ デジタル社会の善き担い手となるための小学校における取組のあり方 

社会では、テレワーク、遠隔診療など、インターネットの利活用が促進されており、社会生活にお

けるデジタル化が加速している。今やインターネットは、社会に参画するために不可欠で、その重要

性は高まる一方である。そのような中、これからの時代を生きる児童にとって、デジタル技術の活用

を通じて、社会に積極的に関与し、参画していくために、段階を踏みながらデジタル社会との関わり

方について学んでいくことが必要不可欠であると考える。例えば、低学年では、１人１台端末に慣れ

親しむことから始め、中学年、高学年と児童の発達段階やスキルの向上と併せて、インターネットに

関するルールやマナーについて学習を積み上げる。その中で、デジタル技術に関する活用の方法や関

わり方について、自律的に考えたり、自らの行動を見直したりすることが重要になってくる。本研究

では、学校や家庭においても、インターネットとつながることが当たり前になっている児童の日常に

おいて、インターネットを通じて生活や社会参画に生かそうとする態度や心情が身に付いている姿を

「デジタル社会の善き担い手」と捉える。 

本研究では、小学校段階での取組に焦点を当て、児童がインターネットを通して周りに与える影響

を想像し、相手の立場に立って自身の行動を考える能力を育成する。このことは社会の在り様がどの

ように変化しようとも、児童が将来に亘って自らが考え、判断し、行動できることにつながり、デジ

タル社会の善き担い手となれると考える。 

 

２ 情報モラルとデジタル・シティズンシップの観点について 

国内においては、平成20年に行われた小学校学習指導要領改訂において、情報モラルは「情報社会

で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」と定義され、現在に至るまで様々なカリキュラム

や教材が開発されてきた。さらに、「GIGAスクール構想に基づく１人１台端末の円滑な利活用に関す

る調査協力会議(第３回)」(文部科学省 令和３年８月)では、デジタル・シティズンシップ教育を推

進する委員から、今後の指導の重点として「活用」「自律」「行動規範」の教育の必要性が述べられ

た。このことは、推進計画にある「児童生徒が情報に対する責任ある考えや行動をしようとする態度

などを身に付け、安全・安心に情報を利活用していく」１）ことや「児童生徒が著作権や肖像権および

知的財産権などに関する正しい知識を持ち、高い意識を持って情報を扱える」１）ようにする点と合致

する。そこで、本研究では、デジタル・シティズンシップの観点を、デジタル技術に関して、「活用

すること」「自律的に考えること」「自らの行動を見直す行動規範を身に付けること」と定義付ける。 



情報教育に関する研究 

- 3 - 

３ デジタル・シティズンシップの観点を踏まえた授業構想について 

政策パッケージでは、「〈政策１〉子供の特性を重視した学びの『時

間』と『空間』の多様化」の10項目の一つにおいて、今後の必要な施

策・方向性が示されており、「デジタル・シティズンシップ教育推進

のためのカリキュラム等の開発」については、「デジタル・シティズ

ンシップ教育を各教科等で推進することを重視」３）することが明記さ

れている(図１)。 

そこで本研究で行う授業構想では、「ICT活用のためのリテラシー向

上に関する検討会(第６回)」(総務省 令和５年３月)において提示さ

れた「家庭で学ぶデジタル・シティズンシップ～実践ガイドブック～」

を基にする(表１)。同じテーマで特別活動と各教科等とを結び付け、各教科の目標を大事にしながら、

デジタル・シティズンシップの観点を踏まえ、教科横断的に授業構想を行う。その際、学習する内容

を１時間の授業や、一つの単元だけで構想するのではなく、その学年の他の教科および次の学年とつ

なげる。 

４ 学びを保護者と共有し、連携を図ることについて 

「令和４年度 青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果」(内閣府 令和５年３月)で

は、保護者がインターネットに関する啓発や学習を受けた機会を「テレビや本・パンフレットなど」

や「インターネット」を挙げる保護者もいる中、「学校や保育園・幼稚園等の保護者会やPTAの会合

など」が60.0％、「学校や保育園・幼稚園等から配付された啓発資料など」が57.4％と示されており、

保護者がインターネットに関して学ぶ機会は、保護者会等の会合だけでなく、学校からの配付物によ

る割合も高い。本研究においても、このことに着目し、児童の学びを紹介する保護者向けの啓発文書

を発行したり、児童が使用する授業のワークシートに保護者のコメントを求める欄を設けたりする取

組を行う。さらに、家庭で保護者が児童と一緒に見られるように、配付資料に動画サイトのリンク先

を示し、家庭と連携して学習を進められるようにする。これらによって、保護者も学ぶことができ、

児童との間で学習した内容に関する対話が促されたり、児童の学びが家庭の中でより深められたりす

ると考える。 

５ 研究成果の検証 

研究成果の検証については、授業の振り返りから学習内容の理解を見取る。また、児童の日常の生

活や学習時にデジタル・シティズンシップが生かされているかについて、研究始期と終期の質問紙調

査および指導者からの聞き取りを分析し、本研究の取組の成果を検証する。 

Ⅴ 研 究 の 進 め 方 

１ 研究の方法 

(１) 研究の始期と終期に「児童質問紙調査」「指導者質問紙調査」「保護者質問紙調査」を行う。研

究始期の回答から、児童と指導者の抱える課題を分析し、保護者の記述式の回答を基に、本研究に

表１ デジタル・シティズンシップ教育の六つのテーマ 

①メディアバランスとウェルビーイング ②対人関係とコミュニケーション 

③ニュースとメディアリテラシー ④デジタル足あととアイデンティティ 

⑤セキュリティとプライバシー ⑥ネットいじめ、もめごと、ヘイトスピーチ 

 

 

図１ デジタル・シティズンシップ

教育推進のためのカリキュラ

ム等の開発(下線は筆者) 

自分たちの意思で自律的にデジタル社会と
かかわっていくためのデジタル・シティズ
ンシップ教育を充実させるため、カリキュ
ラムの基準の提示や教職員研修の在り方な
ど、教育委員会や学校への支援を実施する。
また、次期学習指導要領の改定の検討にお
いても、デジタル・シティズンシップ教育を
各教科等で推進することを重視。 

(番号は筆者) 
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おいて解決すべき課題を精査する。また、終期には、児童質問紙調査の結果に加え、指導者と保護

者の視点より、児童の変容を見取る。 

(２) 研究協力校の実態と各学年の年間指導計画を照らし合わせ、児童のデジタル・シティズンシップ

を育成するための授業構想を行う。また、第１回専門・研究委員会において、単元の授業を構想し

た後、実証授業Ⅰを実施し、児童の学びの姿を見取る。 

(３) 第２回専門・研究委員会では、実証授業Ⅰの分析・考察を行い、実証授業Ⅱにつなげる。 

(４) 第３回専門・研究委員会では、実証授業Ⅱの成果と課題について協議する。 

(５) 次年度に向けて、研究の成果と課題をまとめる。 

２ 研究の経過 

４月 

 

６月 

 

 

６月～７月 

８月 

 

研究構想、研究委員の委嘱 

研究推進計画の立案 

児童・指導者・保護者質問紙調査(第１回)の

実施と分析 

第１回専門・研究委員会 

研究協力校での実証授業Ⅰ 

第２回専門・研究委員会(実証授業Ⅰの分

析・考察と実証授業Ⅱの検討) 

９月～11月 

10月～11月 

 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

研究協力校での実証授業Ⅱ 

児童・保護者質問紙調査(第２回)の

実施と分析 

第３回専門・研究委員会 

研究論文原稿執筆 

研究発表準備 

研究発表大会 

研究のまとめ 

Ⅵ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 

１ 児童の実態と指導者および保護者の所感 

研究始期に、児童質問紙を用い、インターネットの使用に関わるトラブルの経験の有無について調

査を行った。その結果、トラブルを身近に経験したことのある児童は、第２学年で15％、第５学年で

26％おり、第２学年ではおよそ７人に１人、第５学年では４人に１人の割合でインターネットの使用

に関わるトラブルを経験していることが分かった。 

指導者質問紙では、これまでに行ってきた情報

教育に対する意識や理解度について調査を行っ

た。それによると、80％を超える指導者は、情報

モラルに関する内容を授業で取り扱っていた。ま

た、それを１年間で行った回数については、約50％

の指導者が、年間３回以上、つまり１学期に１回

以上の頻度で行っていた。その内容について、デ

ジタル・シティズンシップの六つのテーマに照ら

し合わせてみると、③「ニュースとメディアリテ

ラシー」や④「デジタル足あととアイデンティテ

ィ」がやや少ないものの、概ね偏りなく授業を行

っていることが分かった(図２)。このことより、

指導者が、インターネットの使用に関わるトラブ

ルを回避するための授業に取り組んでいるにも関

わらず、児童は低学年よりインターネットの使用

に関わるトラブルに出合っているといえる。この結

果を受け、指導者は「授業の内容が、児童の実生活と結び付いていない」「指導が後手になっている。

トラブル事案が起こってから授業を行っている」などと述べている(p.5の図３)。 

(人) 

1 

図２ 指導者質問紙調査 

過去３年間の授業で扱ったテーマを全て選んでください 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

その他 

35 

36 

25 

33 

44 

29 

①「デジタル機器やゲーム、インターネットの使用時間に関する内容」(メディア
バランスとウェルビーイング) 

②「インターネットを介したコミュニケーションに関する内容」(対人関係とコミ
ュニケーション) 

③「インターネット上には、誤った情報や不適切な情報があること等、活用する
にあたっての留意点に関する内容」(ニュースとメディアリテラシー) 

④「インターネットには履歴が残るなど、その特性に関する内容」(デジタル足あ
ととアイデンティティ) 

⑤「パスワードの重要性等、インターネットのプライバシーやセキュリティに関
する内容」(セキュリティとプライバシー) 

⑥「ネットいじめやオンライントラブルに関する内容」(ネットいじめ、もめごと、
ヘイトスピーチ) 

(数値は人数 回答総数 67) 
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また、保護者質問紙より、児童は積極的にデジタ

ル社会と関わるべきかどうかを尋ねたところ、「そ

う考える」「ややそう考える」の２項目の回答の合

計は82％であった(図４)。さらに、児童がデジタル

社会へ踏み出していくことについて心配なことや不

安なことを尋ねたところ、保護者の回答は以下のと

おりであった(図５)。 

これら保護者質問紙の結果から、児童がデジタル社会に関わることについて、「状況に応じて上手

に使用できればよい」「経験を積み、積極的な活用を期待する」といった前向きな意見もあるが、「や

めさせると怒る、出掛けていても、したいから早く帰りたいと言う」「ネットの世界が中心というか、

全てにならないか」などの依存性を心配していたり、「グループラインの中で、加害者にも被害者に

もなる可能性が大いにある」という危険性を不安に思っていたりすることが読み取れる。 

 

２ 児童のデジタル・シティズンシップの育成に向けての授業構想 

指導者および保護者質問紙の結果から、デジタル社会への関わり方についての学びを、児童の日常

の生活に生かすことのできる汎用性の高い学習が求められていることがうかがえた。そこで本研究で

は、これらの思いを大事にし、授業構想を行い、授業実践に取り組んだ。 

 

(１) デジタル・シティズンシップのテーマから整理した授業構想の一覧表の活用 

まず、３ページの表１に示した六つのテーマを基に、特別活動と各教科等との単元を結び付けた。

そして、今年度の研究対象である第２学年、第５学年、第６学年において、年間指導計画と学習内

 

(前向きな意見) 
・状況に応じて上手に使用できればよいと思います。 
・デジタルに慣れていくためにも、個々人の関心や能力に応じて、授業のほか、宿題や自習を通じて、適切な関わり方を身に
付けるために、年齢に応じて適切に関わる経験を積んでいくことができるよい機会と考えますので、積極的な活用を期待し
ます。 

 
(期待と不安が混在) 
・LINEなどのSNSによる他者から見えないところでのいじめが気になる。証拠を残さないよう送信取消をすることもあると聞
いて自分たちの世代にはなかったことなので、管理する親も難しいし知識がないので不安を感じる。ただメリットもあるので
制限することだけでなく、うまく活用する方法を知っていきたいと思う。 

・子ども達へのデジタルモラルの教育は大切ですが、悪意のある大人から子ども達が守られるような仕組みづくりも大切だと
思います。 

 
(心配や不安) 
・ネット中毒、やめさせると怒る、出掛けていてもしたいから早く帰りたいなど言う。 
・インターネットを介した友人関係のトラブル。 
・グループラインの中で何気なくいじめになっている等、加害者にも被害者にもなる可能性が大いにあり、心配です。 
・ネットの世界が中心というか、全てにならないか心配になることはある。 
・現実世界との混乱が起きないかどうかが不安。 

図５ 保護者質問紙調査２(下線は筆者) 

児童がデジタル社会へ踏み出していくことについて心配や不安なことがあれば書いてください 

児童は積極的にデジタル社会と関わるべきか 

図４ 保護者質問紙調査１ 

(数値は％ 回答総数 127) 

82 

21 61 16 

2 

 そう考える  ややそう考える 
 

ややそう考えない 
 

考えない 

・授業の内容が、児童の実生活と結び付いていない。児童が自分事に捉えられていない。 
・問題の指導が後手になっている。トラブル事案が起こってから授業を行っている。 
・情報モラルに訴えかける内容に偏っている。これから自分がこうしていきたいという思考を働かせる指導をしきれていない。 
・授業では、モデルになる回答をしていても、実生活で学習内容が生かしきれてない。授業が一過性のものになっている。 
・学校で学んだ知識やルールは学校だけのものであって、家庭では使っていない。 

図３ １学期の実践後に聞き取った指導者の所感(下線は筆者) 
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容を照らし合わせながら、六つのテーマにおいて偏りがないようにし、年間８～９単位時間の授業

構想を行った。これは、およそひと月に１単位時間の割合である。 

また、各教科の授業に生かすために、特別活動の学習を重視し、教科につなげる取組を、デジタ

ル・シティズンシップの育成に向けての授業構想として一覧表にまとめた(図６)。 

この一覧表には、ICT機器で活用することを前提として、授業の指導案、ワークシート、保護者へ

の啓発文書例をダウンロードすることができるようにハイパーリンクを設定した。指導者が提示す

ることによって、児童が１人１台端末を用いて、家庭においても学習の振り返りや自主的な学習が

進められるように、学習関連動画へのリンクも作成した。 

このように、一覧表にまとめることで、指導者は、１年間の見通しを立てたり、各教科の系統的

なつながりを把握したりすることができ、指導案、ワークシートはそのまま授業づくりにも活用で

きる。また、学校の授業支援アプリや児童の実態に合わせて改変することも可能である。さらに、

保護者向けの啓発文書を用いて、保護者に学校での学習の様子を周知することで、保護者も児童と

共に学ぶことができ、学びを家庭の中でより深められるための活用が期待できる。 

 

(２) 「感情を確認」「原因を特定」「対応を検討」「行動の準備」を取り入れた授業実践 

オンラインでは、簡単に調べたい情報を獲得

できたり、自分の考えや表現をスピーディに発

信したりすることができる。一方で、誤った使

い方をすれば、その影響力は大きく、自分の周

りの人はもちろん、実際に出会ったことのない

人にまで影響を及ぼすこともある。故に、児童

が即時的な判断を求められる際、対処できる行

動規範を身に付けられるように、欧州評議会i） 
の 「 DIGITAL CITIZENSHIP EDUCATION 
Trainer’s Pack」ii）を参考に、授業の中で「感情

を確認する」「原因を特定する」「対応を検討

する」「行動の準備をする」という指導の流れ

をつくった。児童にとって理解しやすいよう

                             
i） 1949年に設立された、欧州の統合に取り組む国際機関。法定基準、人権、民主主義の発展、法の支配、文化的協力について特に重

点を置いている。2023年12月現在46の国と地域が加盟している。 
ii） 欧州評議会によって公開されたデジタル・シティズンシップ教育の解説書。誰にでも分かりやすく説明できるために用語の定義や

デジタル・シティズンシップ教育の重要な概念と実践について書かれたもの。 

図６ デジタル・シティズンシップの育成に向けての授業構想の一例 

 １学期 ２学期 

６月 ７月 ９月 10 月 

第５学年 

教科等 特別活動 国語科 特別活動 道徳科 
デジタル・シティズ

ンシップのテーマ ニュースとメディアリテラシー 対人関係とコミュニケーション 

主題・単元 
オンライン上から適切

な情報を見つける 

目的に応じて引用する

とき 
相手軸で考えて 知らない間のできごと 

関連項目・ 

ねらいと資料 

インターネットの情報

は、誰もが自由に投稿で

きる性質上、正確ではな

い情報が流されている

場合がある。その情報の

真偽を確かめる手立て

を身に付ける。 

【モデル】について、自

分が調べてみたいこと

を選び、自分の考えが

【相手】に伝わるよう

に報告文を書く。 

自分と他者との価値観の

相違を認めつつ、相手軸

で物事を考える視点を身

に付ける。 

よりよい友達関係を築

くためには、相手の立場

(相手軸)に立って物事

を考えていくことが大

切であることに気付く。 

出典 日本文教出版 光村図書  日本文教出版 

家庭学習参考サイ

ト等 
https://www2.～ 

 
https://www2.～ https://www2.～ 

 

指導の流れ 児童の合言葉 

感情を確認できるようにする 
期待、楽しみ、喜び、悲しみ、不安、恐

れ、心配または不快感を確認する。 

 

↓  

原因を特定できるようにする 
その感情につながった原因は何か。それは、

誰に起因するものなのか検討する。 

 

↓  

対応を検討できるようにする 
どのような行動の選択肢が実行可能か。 

その選択肢を実行した際のメリットとデメ

リットは何か想像する。 

 

↓  

行動の準備ができるようにする 
前向きな方法で行動し、対処するための準

備に移る。 

 

図７ 行動に移すまでの指導の流れと児童の合言葉の関係 

立ち止まる 

考える 

相談する 
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に、インターネットを使用する際の合言葉

として「立ち止まる」「考える」「相談する」

の三つの言葉を示した(p.6の図７)。さら

に、本研究で作成した全ての授業実践の指

導案には、児童が行動に移すまでの場面を

明記した(図８)。そして、児童が課題に直面

した時に、自ら「立ち止まる」「考える」「相

談する」ことができ、解決への糸口が見つけ

られるようにするために、この流れを授業

の中に取り入れるようにした。特に「立ち止

まる」「考える」場面について、児童が判断

に悩んだり、迷ったりした時には「それは

『立ち止まって』『考えられて』いるという

ことだよ」と肯定的な評価をすることで、

「立ち止まる」「考える」ことの価値付けを

行うようにした。 

また、児童の発達段階や実態に合わせて、

理解しやすくする手立てとして、「立ち止まる」「考える」

「相談する」の掲示物を示した(図９)。このような視覚的な

支援をし、児童が判断に迫られた場合に、合言葉を思い出し、

児童の発言や行動と合言葉とを照らし合わせていく授業を繰

り返し展開することで自らが「立ち止まる」「考える」「相

談する」ことの定着を図った。 

 

３ デジタル・シティズンシップの観点から教科を結び付けた授業の実際 

(１) 特別活動と教科を結び付けた例(③ニュースとメディアリテラシー) 

Ｘ校の第６学年では、インターネットからの情報を比較、分析したうえで、自分の行動を見直し

たり、対話を重ねて自分たちの行動の準備をしたりする学習を特別活動と国語科を結び付けて授業

実践を行った。 

ア 特別活動「情報を比較、分析してみよう」(学級活動(２)) 

第６学年では、自分の興味のある事柄を検

索し、その事柄について肯定する意見と否定

する意見の情報を見つけ出し、自分の考えを

表現する授業を設定した。昆虫食の是非につ

いて調べたグループでは、発がん性物質が含

まれているか否かで議論となった(図10)。児

童ａは「昆虫食は発がん性物質が含まれてい

るものもあるという情報と、昆虫食を食べ続

けても、そのような恐れはないという情報があった」と複数の情報を調べ、児童ｂは「昆虫食は

発がん性物質が高いと言われているけど、それは科学的に調べている最中で、今のところはっき

りしていないという情報があった」と、新たな情報を付け加えた。これらの発表を聞いた周りの

児童も「昆虫食は、栄養価が高く、食糧難を解決すると言われているけど、発がん性については、

図９ 第２学年と第６学年で提示した掲示物 

 

 

昆虫食は発がん性物質が含まれ

ているものもあるという情報

と、昆虫食を食べ続けても、そ

のような恐れはないという情報

があった。 

昆虫食は発がん性が高いと言わ

れているけど、それは科学的に

調べている最中で、今のところ

はっきりしていないという情報

があった。 

 

図10 比較、分析した複数の情報を基に交流している場面 

児童ａ 児童ｂ 

感情を確認 

原因を特定 

対応を検討 

行動の準備 

６ 本時の展開 

 

 
児童の活動 指導上の留意点 

目指す児

童の姿 

    

展

開 

２．「たくや」はどのような

意図で、この返信をした

のか考える。 

 

 

 

・「まさし」からのメー

ルを受けた時のたくや

の思いを考える。 

 

 

３．学習課題を提示する。 

 

 

４．「たくや」の立場に立っ

て、このような返事をし

た理由を考える。 

 

 

５．返事の仕方を「まさし」

の立場になって考える。 

〇「そうじゃない」という

文字だけの情報から、肯

定とも否定ともとれるこ

とを共通理解する。 

 

 

〇まさしからのメールを受

けた時のたくやの思いを

考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

〇「たくや」は、なぜ「そう

じゃない」と送ったのか

考えられるようにする。 

 

 

〇自分が「まさし」だった

らどのように返事をする

か考えられるようにす

る。 

 

 

    

図８ 児童が行動に移すまでの場面を明記した指導案 

文字で会話する時に大事なことは、どのようなことだろう 

児童が行動

に移すまで

の場面 
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まだはっきりしていないことが分かったので、明らかになってから食べてみたいと思った」など、

自分の調べた情報と友達の調べた情報を比較、分析し、行動への準備につなげることができた。 

イ 国語科「日本文化を発信しよう」 

この特別活動の学習を生かすことができるように、国語科の単元「日本文化を発信しよう」と

結び付けた。授業では、児童は日本文化を発信するための情報をインターネットから収集し、記

事にまとめた。和食を紹介するグループでは、和食の特徴として「塩分が多い」と「栄養バラン

スがとれている」という二つの情報を収集した。その情報を基に「塩分が多いから、摂り過ぎに

気を付けよう」という内容か「洋食と比べて栄養のバランスが取れているのが和食です」という

内容のどちらを記事にするとよいのかを話し合った(図11)。このグループでは、この情報の信頼

性があることを確かめた後、どのように記事を仕上げていくとよいか話し合い、その結果「だし

のうまみを使うことで、塩分の

使用を控える工夫ができる」と

いう記事にすることになった

(図12)。このことは、インター

ネットから収集した情報を基

に「立ち止まる」「考える」「相

談する」を通して、友達と対話

を重ね、合意形成を図ることの

できた事例であるといえる。 

 

(２) 特別活動の間に教科を結び付けた例(②対人関係とコミュニケーション) 

Ｙ校の第５学年では、メールやSNS等、文字情報を中心とするコミュニケーションの活用の方法

を実感するために、特別活動と道徳科を結び付けた授業実践を行った。 

ア 特別活動１「相手軸で考えて」(学級活動(２)) 

特別活動１では、SNSの画面を提示して、文字情報だけで

コミュニケーションをとるために大切なことを考えた。具

体的には、友達の「たくや」に今日の宿題について、SNSで
尋ねたところ、そっけない返事が返ってきた場面を挙げ、そ

の背景を想像する学習を設定した(図13)。児童は、「たくや自身も宿題が分からなかったかもし

れない」「用事をしながら、急いで返信したのかもしれない」「面倒くさかったり、イライラし

ていたりしたのかも」「あえて、言葉足らずにして、この会話を続けようとしたのかも」など、

画面の向こうにいるであろう「たくや」の置かれている状況に想像を膨らま

せた。このことから、児童は、返信された言葉だけを見ることで、納得でき

ないような言葉でも、相手はどのような気持ちで返信したのかを立ち止まっ

て考えると、様々な背景が想像されることに気付き、相手の立場や状況を考

えてから行動に移すことが重要であることを学習した。 

イ 道徳科「知らない間のできごと」(内容項目 B友情、信頼)  

次の道徳科では、転校してきた主人公が携帯電話を持っていないことで、

根も葉もない噂がメールで広まり、仲間外れになる教材文から、相手の気持

ちを大事にすることを学習した。また、同じ文章をたくさんの人に送ること

ができるメールの特性についても学習し、よりより友達関係を築いていくた

めに大事だと考えることを話し合った。児童の発言から、「お互いに思いや

た く や 

 
今日、連絡帳書くのを忘れてた(*´ω`*) 

宿題は、確か計ド９やったよな！？ 

 
そうじゃない 

図13 児童に提示した導入画面 

図12 合意形成を図

った後の児童
の記事 

 

 

 
①和食には塩分が多いと書いて

あった。摂り過ぎないことを紹

介しようと思うけど、どう？ 

③どっちも信頼性の

高い情報だね。記事

はどうする？ 

②(１人１台端末を見せ

ながら)こっちには、和

食のよさは、栄養のバ

ランスが取れているっ

て書いてある。洋食と

比べたデータもある。 

図11 複数の情報を基にグループの考えを決定しようと

している場面 

図14 板書の様子
(傍線は筆者) 
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る気持ちが大切」「自分だけのことを考えない」といった、デジタルであってもアナログであっ

ても大事なことは普遍であることに気付いている児童の姿が見られた(p.8の図14)。 

ウ 特別活動２「グループトークの使い方」(学級活動(２)) 

特別活動２では、１対１で友達にメッセージを送る場面と、グループトークにメッセージを送

る場面では、何がよくて、何に気を付けなければならないかを考えた(図15)。グループにメッセ

ージを発信するよさは、同じ内容を一人ひとりに送る手間が省けたり、即座に同じ内容をグルー

プの人と共有することができたりすることに児童は気付いた。そして、気を付けなければならな

いこととして、グループの中には様々な考えをもつ人がいることで、よかれと思って送ったメッ

セージも、共感できない人や不快に感じる人がいる可能性もあることが議論になった。図15のグ

ループトークの例では、「『そうだね』など、たかしがまじめであることに賛成意見の返信をす

る」という児童がいる一方で、「人によって感じ

方が違うので、『まじめだね』をよい意味で捉え

ない人もいる」など、様々な視点から議論が交わ

された。 

この対人関係とコミュニケーションのテーマの

学習を通して、児童は画面の向こう側にいる相手

のことを考えられた。どのように活用することが

よりよい使い方につながるのかを、児童は「立ち止

まる」「考える」「相談する」ことを通して自身の

行動の準備に備えることができた(図16)。 

 

４ 家庭教育との連携を目指した取組とその効果 

(１) 保護者向けの啓発文書の発行 

学習内容を保護者と共有するために保護者向けの啓発文書を発行した。実際に発行した啓発文書

の内容は以下の通りである(表２)。 

表２ 保護者向けに発行した啓発文書の内容とそれに記載したデジタル用語 

学年 内  容 デジタル用語 

第２学年 

・インターネット利用に関する家庭でのルールの設定について 

・個人情報の大切さについて 

・インターネットにつながる機器の便利な利用方法について 

・インターネットと上手に付き合うためのマイ・ルールについて 

・デジタル市民 

 

第５学年 

・インターネット上の情報に対処する方法について 

・タブレットやパソコン、スマートフォンの使い方を家庭で話し合う機会について 

・インターネットを使って情報発信すると広がる世界について 

・対面と文字でのコミュニケーションの取り方の違いについて 

・情報の受信時、発信時の注意点について 

・デジタル・ネイティブ 

・著作権 

・SNS 

第６学年 
・インターネット上の情報について偏った見方をしないために 

・インターネット上の責任について 

・フィルターバブル現象 

・デジタル足あと 

研究終期に実施した保護者質問

紙では、調査依頼した86人のうち、

回答した保護者は40人で、そのうち

28人が啓発文書を読んだと回答し

た。内容についての感想を求めたと

ころ、その結果は図17のとおりであ

る。啓発文書を読んだ保護者のうち

「子どもが学校で学習している内容

た か し 

 
今日、たかしさん、 

教室の掃除していたよね 

 
たかしさんってまじめだ

よね 

図15 児童に提示した導入画面 

グループ(12) 

今日、たかしさん、 

教室の掃除していたよね 

たかしさんってまじめだ

よね 

図17 保護者質問紙調査３ 

子どもが学校で学習している内容が伝わり、よかった 

家庭での子どもの見守り方について参考になった 

子どもとインターネットの扱い方について話すきっかけになった 

手紙の内容がよくわからなかった 

手紙を読んだが、参考にならなかった 

添付されていた二次元コードを読み取り、親など大人だけが視聴した 

添付されていた二次元コードを読み取り、子どもと一緒に視聴した 

添付されていた二次元コードは視聴していない 

その他 

(人) 研究終期における啓発文書を読んだ保護者の感想(複数回答) 

(数値は人数 回答総数 28) 

親のみで少し視聴したが、長すぎたので 
途中でやめてしまった 

0 

21 
11 

17 

0 
4 

6 
2 

0 

図16 自分の考える、よりよい使い方についての児
童の感想(下線は筆者) 
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が伝わり、よかった」と回答した保護者は21人、「家庭での子どもの見守り方について参考になっ

た」と回答した保護者は11人、「子どもとインターネットの扱い方について話すきっかけになった」

と回答した保護者は17人であった。一方、「手紙の内容がよくわからなかった」「手紙を読んだが、

参考にならなかった」と回答した保護者は０人で、本研究で発行した啓発文書を読んだ保護者にと

っては家庭教育の一助となったことがうかがえる。 

また、学習内容の関連動画を家庭でも見られるように、啓発文書に動画サイトに接続できる二次

元コードを掲載した(図18)。児童が学校において学習した内容を家庭で振り返ったり、保護者が学

習内容を確認したいときに閲覧したりできるようにした。９ページの図17より「添付されていた二

次元コードを読み取り、親など大人だけが視聴した」と「添付されていた二次元コードを読み取り、

子どもと一緒に視聴した」と回答した保護者は合わせて４人で、「添付されていた二次元コードは

視聴していない」と回答した保護者は６人であっ

た。今回の調査において、回答総数が28人であった

ことから、全体の保護者の意見を十分に反映してい

るわけではないが、中には興味をもって視聴してい

る保護者もおり、継続的に取り組んでいくことが大

事だと考える。 

 

(２) ワークシートを用い、授業の学びを家庭と共有した例 

児童が学習したワークシートを用い、

学習内容を日常でどのように生かして

いくのかを家庭で話題に取り上げられ

るようにした。ワークシートの児童の感

想に、保護者がメッセージを書いたり、

家庭としてどのように取り組んでいっ

たりするのかを記述する取組を行った

(図19)。保護者のコメントから、児童の

学校での学びが家庭でも共有され、連携が強化されたことがうかがえた。 

 

５ 児童の変容 

(１) 児童質問紙調査からみる変容 

児童質問紙調査から、「インターネットを

使っている時に、困ったことに出合ったら、

どうしますか」という質問に対して、「友達

に相談する」「大人に相談する」と回答した

児童は、始期と終期を比較すると、第２学年

において79％から86％に上昇し、第５学年に

おいては73％から96％に上昇した。また、「何

もしない」「わからない」と回答した児童は、

第２学年においては12％から３％に減少し、

第５学年においては、13％から４％に減少し

た(図20)。これらのことから、実証授業の中

で「感情を確認する」「原因を特定する」「対

４．お家の人に今日学習したことを話しましょう。 

図19 保護者からコメントをもらった授業のワークシートの一部 

印 

 

本日の学習の関連動画のリンクになります。 

見ていただけると、より一層今日の学習のイメージが 

湧くのではないかと思います。 

よろしければご覧ください。                                      

STEAM Library 

【小学校低学年向け】“じぶんのパソコンをまなびにつかうってどういうこと？ 

https://www.steam-library.go.jp/lectures/866 

図 18 保護者向け啓発文書の一部 

インターネットを使っている時に困ったことに出合ったらどうしますか 

第２学年 

始期 

始期 

図20 児童質問紙調査１ 

9 76 

6 6 

11 86 

3 

0 0 

12 

3 

86 
終期 

79 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14 70 

5 8 3 

8 88 

4 

0 
0 

13 

4 

終期 

第５学年 

 
友だちに相談する  大人に相談する  

自分で解決しようと
する 

 何もしない 
 

分からない 
(数値は％ 回答総数 低学年 28 高学年 24) 

73 

96 

3 
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応を検討する」「行動の準備をする」場面をつくり、児童の「立ち止まる」「考える」「相談する」

の合言葉を取り入れたことが定着しつつあることがうかがえた。 

 

(２) 保護者質問紙調査からみる変容 

保護者質問紙調査では、本研究に関わった

期間において、児童のインターネットにつな

がる機器の扱い方や、インターネットに関す

るニュースの見方について、成長や変化はみ

られたかを尋ねた(図21)。児童に成長や変化

がみられたと回答した保護者は45％(40人中

18人)であった。低学年では、８人中７人が

デジタル機器を扱う際の「家庭での約束を以

前より意識するようになった」と回答した。

このことより、デジタル機器を扱う約束事に

ついては、低学年の早い時期から児童と相談しながら決めていくことで効果が高まるのではないか

と考える。また、高学年では、家庭において、他者を意識したり、テレビや新聞、インターネット

などメディアに関心を寄せたり、SNSの扱いについて関心が高まったりした様子がうかがえた。い

ずれも、今回実証授業で扱った内容について、家庭でも成長や変化が見られたことから、本研究で

焦点を当てた学習内容は、児童の発達段階に合った内容であったと考える。ただ、本調査における

保護者の回答率が47％(86人中40人)で、全体の半数以下であった現実から、さらなる保護者への啓

発が必要である。 

 

(３) 指導者からみる日常の生活における児童の変容 

以下は、授業実践後に日常の生活に生かされた内容を指導者から聞き取ったものである。 

ア Ｚ校の算数科および日常で見られた姿 

第２学年では、１学期に「個人情報」という言葉について、児童同士が既習の知識を使って対

話を行い、言葉の意味をはっきりさせていく場面が見られた(図22)。この言葉の意味を初めて考

える児童もいたため、友達の意

見から類推し、単語と単語を結

び付け、自分の言葉で紡ぎ出そ

うとしている児童の姿も見ら

れた。最後に指導者が定義付け

を行い、共通理解を図った。一

人ひとりが、なんとなく掴んで

いた、よく耳にする言葉も、対話を通して言

葉の意味をはっきりさせていく過程を経て、

イメージを広げ正しく理解することにつなが

った。 

２学期の算数科では、１人１台端末を使い、

校舎内でかけ算の問題として活用できる写真

を撮影し、その式と答えを書き込む学習に取

り組んだ。その際、教室後方の掲示物を撮影

図21 保護者質問紙調査４ 

(数値は人数 回答総数 低学年 8 高学年 10) 

児童のインターネットにつながる機器の扱い方およびインターネットに
関する見方について、成長や変化は見られましたか(複数回答) 

家庭での約束を以前より意識するようになった 
インターネットにつながる機器を以前より上手に扱
っているなと思うことが増えた 
他者を意識し、適切な行動をとるようにしている姿
が見られるようになった 
インターネットに関わることについて、相談しにく
ることが多くなった 
テレビや新聞、インターネットの情報について関
心を寄せたり、信じることに注意深くなったりした 
LINEやメールなど、文字情報のコミュニケーショ
ンの取り方が上手になった 

7 
3 

2 
1 

0 
4 

1 
1 

0 
4 

3 
1 

低学年 高学年 

(人) 

指導者：個人情報って大事って言うけど、個人 

情報って何？ 

児童 c：自分の詳しい情報 

児童 d：自分のこと 

児童 e：自分が知っている情報 

児童 f：自分のことが分かったらいけない情報 

児童 g：自分の大切なことが分かる情報 

児童 h：住所とか知られたらいやな情報 

図22 対話を通し、自分たちで言葉の意味をはっきりさせている場面   

図23 児童 i と児童 j の見つけた身の周りのかけ算 

 

 
児童が撮影した後方

に、他の児童が写り

こんでいる画像 

児童i 児童j 

教室の後方に掲示し

てある児童名が書か

れた生活科ファイル 
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した写真に友達の名前が写っていること

や、靴箱を撮影した写真に友達の姿が写っ

ていることに数人の児童が気付き、相談す

る場面があった(p.11の図23)。１学期に学

んだ合言葉「立ち止まる」「考える」「相

談する」を思い出し、個人情報の言葉の意

味を理解したうえで、学習の中で目指す行

動が定着したと考えられる。このことは質

問紙調査にも成果として表れた。個人情報

の取扱いに関して、オンラインで発信して

も困らない情報について尋ねたところ、研

究始期では、児童は以下のように回答した

(図24)(カッコ内の数字は始期において回答した人数、回答総数はいずれも33人)。「家の住所」

(６)、「電子メールのアドレス」(３)、「電話番号」(３)、「クレジットカードの番号」(４)、

「学校名」(６)、「自分の顔」(４)、「担任の先生の顔」(４)。そして、終期において同様の質

問を行ったところ、全ての項目で０人であった。一方、「好きな音楽」「自分で作った料理のレ

シピ」「趣味」のように、個人を特定できない項目については、オンラインで発信してもよいと

回答した児童が、始期より終期の方で増加した。このことにより、第２学年の児童は、何が個人

情報で何がそうでないのかの理解を深められたといえる。個人情報かどうか迷ったときは、児童

が他者と相談をして「行動の準備」を行い、ICT機器を扱ったり、オ

ンラインで発信したりする際には、「立ち止まる」「考える」「相談

する」ことを他の教科や日常でも意識できていることが分かった。 

イ Ｙ校の特別活動で見られた姿 

第５学年では、２学期に特別活動の時間に毎月の生活目標を決めた

(図25)。クラスをよりよくするために話し合う中で、その中で「悪口

を言わない」や「差別をしない」という意見が出され、最終的に「大

事なことは、相手軸に立って考えるということが大切である」という

結論に至り、相手の立場に立って考え、行動に移すことができた。こ

のことから、８ページに記載したメールやSNS等、文字情報を中心と

するコミュニケーションの活用方法を学習した児童は、デジタルの世

界だけでなく日常にも生かしていることがうかがえた。 

ウ Ｘ校の道徳科で見られた姿 

第６学年では、７ページに記載したインターネットからの情報を

比較、分析したうえで、自分の行動を見直したり、対話を重ねて自

分たちの行動の準備をしたりする学習に取り組んだ児童は、道徳科

「ロレンゾの友達」(内容項目 B友情、信頼)の学習において、友

情を深めるために大事なことを終末に考えた。その中で、「周囲か

らの情報をすぐに信じるのではなく、本人に確かめることが大事だ

と考えた」「周りからの情報を信じすぎない」「急ぎでない限り、

確かめてから行動しても遅くはない」など、事前に行った特別活動

の学習が生かされた振り返りを書いている児童が見られた(図26)。

このことから、授業やデジタル機器を扱う際だけでなく、普段の生
図26 道徳科の児童の振り返り(傍

線は筆者) 

 

家の住所 

電子メールのアドレス 

生年月日 

好きな音楽 

兄弟・姉妹の人数 

電話番号 

クレジットカードの番号 

好きな食べ物 

ペットの名前 

学校名 

自分の顔 

担任の先生の顔 

自分で作った料理のレシピ 

自分の年齢 

趣味 

始期 

終期 

オンラインで発信しても困らないと思う情報を選びましょう(複数回答) 

図24 児童質問紙調査２ 

(数値は人数 回答総数 始期 33 終期 28) 

(人) 

図25 児童が話し合って決めた
生活目標(傍線は筆者) 
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活から情報を受け取る際には立ち止まったり、考えたりすることを大事にしている姿が見られた。 

このようにデジタル・シティズンシップの観点を踏まえた授業実践を行った後に、学習内容が

他の教科や日常に表出する場面が見られた。児童がこれから生きていく時代は、急激な変化を伴

う予測困難な時代とされている。その中で「立ち止まる」「考える」「相談する」という思考を

児童自身が身に付け、使いこなすことができれば、社会がどのように変化しようとも対応できる

のではないかと推測される。さらに、デジタル社会だけでなく、現実の社会においても転用でき

る能力につながるのではないかと考える。 

 

６ 指導者の変容 

研究を通して見られた指導者の変容は以下のとおりである(図27)。 

指導者の所感より、トラブル回避を目的に指導するのではなく、児童が上手く活用できるように指

導する大切さを実感している様子がうかがえた。また、授業で学習したことが、日常の生活の中で児

童が判断、行動するときに生かされているということを指導者が実感していることが分かった。 

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

１ 研究のまとめ 

(１) デジタル社会の善き担い手を育成するための小学校における取組として、授業の中で「感情を確

認する」「原因を特定する」「対応を検討する」「行動の準備をする」の四つの指導の流れを「立

ち止まる」「考える」「相談する」の合言葉と結び付けることにより、児童への定着が図られ、発

言や行動によりよい変化が現れた。 

(意識の変容) 

・当初、情報モラルを向上させる目的は、トラブル回避にあった。実際にインターネット上でのトラブルが数多く起こる中で、SNS

に対してマイナスな意識を非常に強くもっていた。ただ、子どもたちはこれらのツールを使わずに生きていくことは不可能に近

いということも理解しており、ジレンマを抱えていた。しかし、児童が、問題を回避するためではなく、解決するために立ち止ま

り、考え、相談する姿を目の当たりにし、情報教育を行う目的が児童のトラブル回避ではなく、前向きな活用にあるということに

気付き、自身の指導のあり方が変わった。 

 

(授業への取り組み方) 

・デジタル・シティズンシップは独立したものではなく、様々なことと密接に関わっているということを学んだ。 

・今回、特別活動や国語科という異なった教科の学習でも、デジタル・シティズンシップの観点を大切にすることにより、子どもた

ちの前向きな感情を引き出すことができた。 

・これまでは、授業の終末を「～しないように」と投げかけていたが、ポジティブな声をかける終末を意識するようになった。 

・授業の中で、子どもたち同士で話し合うことで、一人ひとりが「自分はこういう考え」「こうしていく必要がある」など、自分の行

動を振り返ったり、自分とは異なる価値観を共有し合ったりする機会とすることができた。 

 
(日常への影響) 

・特別なことを行ったという感覚ではなく、ちょっとした意識の変化を促すことで、日常に繋がった。学習後、子どもたちの中でＳＮ

Ｓに関するトラブルが起こりそうになったが、みんなで声を掛け合い、未然に防ぐことができたことを報告してくれた。今後も、子

どもたちが豊かな関係を結びながら、よく考え判断し行動できるように、様々な場面で今回のことを生かしていきたい。 

・全てタブレットなどのデジタルをよしとするのではなく、デジタルとアナログの両方のよさに気付き、選択できるように指導を続

けていきたい。 

・「立ち止まる」「考える」「相談する」は日頃の指導に生かせた。悩んでいる児童に「今、立ち止まって、考えているんだね」と前

向きな声がかけられた。 

図27 研究を通して見られた指導者の変容(下線は筆者) 
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(２) デジタル・シティズンシップのテーマと年間指導計画とを結び付け、授業構想を行ったことで、

デジタル・シティズンシップに関わる指導が一過性のものではなく、連続性のあるものとして捉え

ることができた。 

(３) 保護者向け啓発文書を配付する取組等を通して、学校教育と家庭教育の連携が図れた。このこと

によって、児童のデジタル社会の善き担い手を目指すために、学校と家庭が一体となり、保護者と

同じ方向を向いて課題を解決していく指導がしやすくなった。 

 

２ 今後の課題 

(１) 第１学年から第６学年までの発達段階を考慮し、さらに系統性をより意識した授業構想を行う必

要がある。そして就学前教育と中等教育、特別支援教育とも連携した広い視野で研究を進めていく

必要がある。 

(２) デジタル・シティズンシップで扱うテーマに関して、デジタル社会の善き担い手を育成するため

には、よりよい活用の方法への学習テーマが不足しているように考えられる。既存の六つのテーマ

に加え、「活用の方法」や「対処の方法」など、新たな視点の開発が求められる。 
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